
 

 

 

令和４年１１月１５日 
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 明日からテスト＆キャリアチャレンジデイに向けて  

 合唱祭が終わった翌週には、２学期期末テストの範囲が配られ、あっという間に明日から３日

間のテストです。今回も試験前の英語・数学の補習、全教科の学習質問日が行われました。１１

日（金）の英語の補習は、参加希望者が多く、１教室がほとんど満員になるほどでした。総合で

『高校調べ』をしたこともあり、進路に向けて意識が高まってきた生徒が多いことがうかがえま

す。１１日（金）の総合の時間からは、１２月２日（金）に行われる『キャリアチャレンジデ

イ』に向けた授業も始まりました。その第１回目には、キャリアチャレンジデイの目的を知り、

「働くこと」について考え、クラスの仲間と考えを共有しました。さらに、当日参加する企業の

ホームページを見て、講話を聞きたい企業を選びました。当日は前半・後半に分かれて２つの企

業の講師の話を聞き、インタビューをするので、今後の授業でしっかりと準備をし、有意義な機

会にしてもらいたいと思います。 

〈高校調べ クラス発表会のスナップ〉 

 各自、調べてみたい高校を選び、クロムブックで情報を探し用紙やスライドにまとめました。 

クラスで１人１分程度ですが、全員が発表し、たくさんの高校について知ることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈キャリアチャレンジデイ第１回授業のスナップ〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←「人はなぜ

働くのか？」

先生の語り 

 

クラスで意見

の共有→ 



 

 

 

 

 

 

『合唱祭』                             １組 

 一年生からはじまった合唱祭、段々と歌う順番が近づいている。そのことに私は緊張が高まっ

ていた。一年一組の合唱が終わり、いよいよ二年生の番だ。学年合唱は一瞬で終わり、いつのま

にかクラス合唱が始まっていた。私は緊張にとても弱い。他のクラスの合唱中は、ほぼ固まって

いた。しかし隣から「大丈夫だよ」と言ってもらえたので、少し落ち着いた。そこで、私は今日

までのことを思い出していた。 

 元々、私は家族からも音痴と言われていた。夏休み明けに歌ったとき、自信がなくて小さい声

でぼそぼそと歌っていた。全体で歌ったとき、ソプラノの声はテノールにかき消されてしまって

いる。みんなで、音痴とか気にせず大きい声で歌おうと決めた。それからは、全員で大きな声で

歌うことを意識していくと、私は少しずつちゃんと歌えるようになっていった。そして、何週間

かたち、テノールにも負けずに歌えてくると、今度は声のキレイさ、強弱が課題となった。発声

の仕方や強弱、ブレスなども難しかったが、みんなで改善点や良かったところを話し合って、ど

んどん良くなっていくのを実感できると、とても楽しかった。日々練習を重ねて、気づくと前日

だった。前日は七組と合同練習で、お互いに合唱を聴き合った。七組の歌はとてもきれいで、さ

っきまでは平常心だったのに急に緊張してきた。本番で私たちはラストに歌う。きっとこれより

緊張するだろうと思っていた。そして、一組も歌い終わり、教室に戻る道で私は、明日は絶対成

功させようと思い、友だちとも頑張ろうと話していた。 

 そんなことを思い出しながら、いよいよ一組の番。やはり最初は緊張していたが、歌いだすと

一瞬だった。すでに伴奏しか聞こえなかったが、一生懸命だったのは覚えている。みんなの息も

そろったと思う。合唱が終わり、教室でみんなと良かったね、と話した。ここまでできたのは、

クラスの全員、指揮者、伴奏者、そして先生方のおかげだと思う。感謝の気持ちでいっぱいだっ

た。来年もみんなと協力して、最後によかったと思えるようにしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合唱祭の作文紹介～今回は１～５組です！～ 

２０１ 



 

『団結力』                              ２組 

今年の二組の合唱曲は、HEIWA の鐘に決定しました。私は今回、楽譜の表紙を描かせてもら

いました。「HEIWA」の文字を慎重にレタリングしたのをよく覚えています。実は表紙には、ク

ラスのみんなと達成したいと思った目標を詰め込んでありました。まず、中心に笑顔の人を描い

て、「練習から本番まで笑顔で貫き通せる合唱祭にしたい。」という目標を表現しました。その奥

にはリボンを描き、「合唱祭を通して、クラスの結びつき・絆をより強固なものにしたい。」とい

う目標を。そして、曲名の周りに簡略化したガーベラを描き、ガーベラの花言葉「希望・常に前

進」から、「クラスの皆で、練習を重ねながらよりよい合唱を創り上げていきたい。」という目標

を表現しました。 

クラスの人達には、表紙に込めた意味を伝えてはいませんでした。けれど、合唱祭が終わった

今、これらの目標は全て達成された気がしています。そもそも今回の合唱は「元気に・明るく・

笑顔で」などをモットーに練習してきました。練習中は、全体的に声があまり出ていなかった

り、表情が固くなってしまったりしたこともありました。一見よくないことのように思えます

が、それはつまり「伸びしろがある」ということ。運動会の時よりもさらに団結力が高まり、い

つしかクラス全体で「よりよい合唱」に向けて歩み続けているのを実感できました。本番はもち

ろん大成功。私はソプラノの中でも一番ピアノ側の端で歌っていましたが、ソプラノはもちろ

ん、アルトとテノールの声もしっかり聞こえてきました。 

こうして振り返ってみると、私が勝手に立ててしまった目標でありながら、合唱祭の過程で自

然と達成されていたことが窺えます。それは、クラスで団結して、最高の合唱祭を創ることがで

きたからだと思います。残り二年二組で過ごすことのできる時間は半年もありません。この先

も、今回の合唱祭で築いたチームワークを大切にして、かけがえのない一年間にしていきたいで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『合唱祭』                             ３組 

 今年の合唱祭は昨年とは違って学校の体育館での合唱だった。他学年の生徒や保護者が見てい

たので、昨年とはまた違った緊張感があった。 

 今回、僕は合唱のパートリーダーになった。とくに合唱が好きだからなどの合唱に対する強い

思いがあったわけではない。自分の中で、挑戦をしてみたかった。中学校生活で、僕はまだ一度

も、前に立ってみんなを引っ張っていくような、実行委員や委員会などをやってみたことがなか

２０２ 



った。こういったものを行うことに、自信がなかった。でも挑戦をしてみたかった。パートリー

ダーを決めるときにクラスでなかなか手が挙がらなかったので、チャンスはここしかないと思い

手を挙げた。練習では、男女がぶつかったり、うまくいかないこともたくさんあった。けれど、

練習を重ねるにつれ、どんどんよくなっていった。はじめは、音程を間違うこともよくあった

が、歌詞や音程を間違えなくなった。それだけでなく、表現の仕方や、伸ばすところなども、ど

んどんうまくなっていくのがわかってうれしかった。本番、リハーサルでは、ぜんぜん緊張しな

かったのに、とても緊張して足がふるえた。昨年は、今年よりも見ている人数がぜんぜん少なか

ったし、観客側が暗くて、あまり視界に入らなかったが、今年は、見ている人が多いのに合わせ

て、しっかり見えていたのでとても緊張した。だけど、本番はあっという間だった。 

 今年の合唱で、パートリーダーをつとめたが、実行委員になったわけでもなく、とくに大きな

仕事はしていないかもしれない。けれど自分の中ではとても大きな挑戦で、合唱を通してまた輝

石に一歩近づけたと思った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『合唱祭』                             ４組 

十月二十一日、合唱祭があった。二年四組の曲は『時を越えて』だった。最初は、つまらない

曲だなーと思っていて、練習期間の初めの頃は、ずっと他のクラスの曲がうらやましいと思って

いた。一週間ほどすると、本格的に練習が始まり、武道場で初めて先生に歌を披露した。ソプラ

ノとアルトは、最初にしてはなかなかと言われたが、テノールが全然声が出ていないと言われ

た。私も薄々思っていた。このままじゃ本番、声が聞こえるのかなと思った。 

本番一週間前、テノールもよくなってきて、指揮もだんだん良くなってきた。私も歌詞の紙の

記入も終わり、準備万端だった。 

本番当日、四組は四番目だった。私は実行委員だったため、仕事をしっかりこなす必要があっ

た。そしてついに、四組の番がきた。私は、セリフをかまずに言うことができた。その後、自分

の位置につこうとしたが、自分の場所のテープがなかった。とても焦ったが、どうにか場所を確

保し、ほっとした。歌詞も間違えずに歌うことができた。 

あらためて思い返せば、ここまで、いろいろな時間を使って練習をしてきてくれた皆に、感謝

の思いでいっぱいだった。 
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『３年生』                             ５組 

 十月二十一日金曜日。２年生にして初めての学校での合唱祭がありました。 

 去年は１学年のみのシリウスでの合唱祭でしたが、今年は学校の体育館で、さらに他学年の合

唱も聴けて、親も来るというすごく楽しい合唱祭でした。しかし、学校での合唱祭が初めての私

はすごく緊張していて、最後の練習の時には、１番の歌詞と２番の歌詞が混じってしまうとい

う、今までに１度も無かった失敗をするくらいでした。そんな落ち込んだ気持ちに追い打ちをか

けるように７組、２組の素晴らしい合唱を聴きました。本番に向けて、不安がつのりました。 

そして、いよいよ当日。ひな段にのった私は目を開けられません。でも、ゆっくりゆっくりと

目を開くと、そこにはたくさんの人が。普通だったら、これでもっと緊張したことでしょう。で

もその日の私は違いました。ここにいる一人一人が今、この瞬間は、私たちの歌だけを聴いてく

れる。そう思うと不思議と安心できたのです。歌い終わった後、練習の時には毎回痛かった喉

が、痛くありませんでした。今までで一番良く歌うことが出来たのだとわかりました。その後、

３年生の合唱を聴きましたが、２年生とは比べ物にならないくらい美しい合唱でした。 

 私も３年生になったら、もっと成長して、美しい合唱をしたいと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０４ 

保護者の皆様へ 

 １２月２日（金）から８日（木）の日程で三者面談が行われます。どうぞよろしくお願いします。

お待ちの間は寒いので、防寒着・防寒具をお持ちください。各クラスの廊下には、文化発表会の際、

展示した英語の『行きたい国エッセイ』、階段には『高校調べ』の代表作品を掲示してありますので、

ぜひご覧ください。 
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